
４月２１日（金） 音楽サークルMusikverein  

 ４月例会は３年５か月振りにサロンコンサートの醍醐味を満喫しました。ご出演はコロナ禍で３

度目の正直となるアーサ弦楽四重奏団の皆さんとピアニストの小林和子さんで、会場の杉並公

会堂グランサロンには６５名が参加、大盛況となりました。 アーサ弦楽四重奏団のメンバーは朝

川淑子さん(Vn.1)、伊部良子さん(Vn.2)、浅見清信さん(Va.)、リーダーの朝川慎一さん(Vｃ.)で、

朝川さんご夫妻と小林和子さんは当会の会員です。 

 前半は賛美歌に始まり、ヘンデル、アルビノーニ、エルガーと続きモーツァルトの２曲が演奏さ

れました。休憩後はシューマンのピアノカルテット第３楽章に始まり、ショスタコービッチ ２台のヴ

ァイオリンの為のプレリュード＆ガボット、そして平和を祈ってカザルスの「鳥の歌（チェロ）」が演

奏されました。最後はアーサ弦楽四重奏団による日本の唱歌「故郷」と名曲「見上げてごらん夜の

星を」で締め、アンコールはハイドンのセレナードが演奏されました。終演後は拍手喝采が鳴りや

まず、楽しく充実した室内楽コンサートを堪能しました。 

 終了後の懇親会は演奏者の皆さんにもご参加いただき、総勢２８名が貸し切りにしたカフェレス

トラン JUNONに集い、開催されました。新人３名の方に自己紹介していただいた後、演奏者の

皆さんからご挨拶をいただき、大いに盛り上がりました。対面で生の演奏を聴いて感動し、その後

一堂に会して飲み、食べ、語り合えることの素晴らしさを改めて実感した一日でした。 

   

   

 


